
資料４ 

研究会で議論していただく論点（案） 
 

平成２０年４月１８日 
 

 
１ 今後、介護労働が目指す姿 

労働者がやりがいを持って働き続けられるような、介護労働のあるべき姿

は何か 
 
 
２ 介護労働市場を踏まえた、人材確保・定着のための取組 
 

少子高齢化が進展し、2014 年には 140 万～160 万人の介護労働者が必要

とされるなかで、将来にわたって安定的に人材を確保していく仕組をどの

ように構築していくか 
 

（１） 潜在的な有資格者の参入 
（２） 多様な人材の参入・参画 
（３） ハローワーク等のマッチング機能や募集・採用ルートの検証 
 
 
３ 介護分野にふさわしい雇用管理・処遇の在り方 
 
   雇用管理・処遇の改善を通じて、魅力ある仕事として評価され選択され

るためには、どのような雇用管理・処遇が介護分野にふさわしいか 
 
 
４ 介護分野における生産性の向上について 
 
   労働集約型産業であり、介護報酬の枠組にある介護労働分野において、

介護労働者の生産性向上について、どのように考えていくか 
 
 
５ その他 
  ・必要に応じ、適宜論点を追加 


